
(57)【要約】

【課題】超音波伝達媒体として流動パラフィンを使用し

た超音波発生装置において、超音波の減衰を抑え、その

受信感度を向上させる。

【解決手段】超音波トランスデューサが設けられた空間

に充填する流動パラフィンとして、最大分子量Ｍ１が５

２０≦＜Ｍ１≦１４００、分子数が最も多いピークトッ

プ分子量Ｍ２が２３０≦Ｍ２≦３８０、４０℃における

動粘度Ｓ（ｍｍ2／ｓ）が４≦Ｓ≦１２．５のものを使

用する。これにより生体組織への超音波の侵入長が大き

く、広い周波数域で超音波エコーの高い受信感度を実現

でき、高解像度、高コントラストの超音波画像を得るこ

とができる。

【選択図】　　　　図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 超 音 波 伝 達 媒 体 が 満 た さ れ た 空 間 内 で 超 音 波 振 動 子 を 振 動 さ せ 、 超 音 波 を 発 生 す る 超 音
波 発 生 装 置 に お い て 、
　 前 記 超 音 波 伝 達 媒 体 は 流 動 パ ラ フ ィ ン か ら な り 、 そ の 分 子 量 ご と に 分 子 数 の 度 数 分 布 を
求 め た 時 、 最 大 分 子 量 Ｍ １ が 、
　 ５ ２ ０ ≦ Ｍ １ ≦ １ ４ ０ ０
で あ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 発 生 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 流 動 パ ラ フ ィ ン は 、 分 子 数 が 最 も 多 い ピ ー ク ト ッ プ 分 子 量 Ｍ ２ が 、
　 ２ ３ ０ ≦ Ｍ ２ ≦ ３ ８ ０
で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 発 生 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 流 動 パ ラ フ ィ ン の 動 粘 度 を Ｓ （ ｍ ｍ 2 ／ ｓ ） と し た 時 に 、
　 ４ ≦ Ｓ ≦ １ ２ ． ５
で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 超 音 波 発 生 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 超 音 波 伝 達 媒 体 が 満 た さ れ た 空 間 内 で 超 音 波 振 動 子 を 振 動 さ せ 、 超 音 波 を 発 生 す る 超 音
波 発 生 装 置 に お い て 、
　 前 記 超 音 波 伝 達 媒 体 は 流 動 パ ラ フ ィ ン か ら な り 、 そ の 分 子 量 ご と に 分 子 数 の 度 数 分 布 を
求 め た 時 、 最 大 分 子 量 Ｍ １ が 、
　 １ ３ ０ ０ ≦ Ｍ １ ≦ １ ４ ０ ０
で あ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 発 生 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 流 動 パ ラ フ ィ ン は 、 分 子 数 が 最 も 多 い ピ ー ク ト ッ プ 分 子 量 Ｍ ２ が 、
　 ３ ２ ０ ≦ Ｍ ２ ≦ ３ ８ ０
で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の 超 音 波 発 生 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 流 動 パ ラ フ ィ ン の 動 粘 度 を Ｓ （ ｍ ｍ 2 ／ ｓ ） と し た 時 に 、
　 ９ ≦ Ｓ ≦ １ ２ ． ５
で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 又 は ５ 記 載 の 超 音 波 発 生 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 医 療 用 超 音 波 診 断 装 置 に 好 適 な 超 音 波 発 生 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 医 療 用 の 電 子 内 視 鏡 に は 、 体 内 か ら 消 化 器 官 の 表 面 を 光 学 的 に 観 察 す る た め の Ｃ Ｃ Ｄ カ
メ ラ と 、 消 化 器 官 の 組 織 内 部 を 観 察 す る た め の 超 音 波 プ ロ ー ブ が 設 け ら れ た も の が 知 ら れ
て い る 。 超 音 波 プ ロ ー ブ は 、 生 体 組 織 に 向 け て 超 音 波 を 発 し 、 生 体 組 織 を 反 射 し て く る 超
音 波 エ コ ー を 検 出 す る 。 検 出 さ れ た 超 音 波 信 号 は 生 体 組 織 の 断 層 情 報 を 有 し 、 生 体 組 織 を
超 音 波 に よ り 走 査 す る と 生 体 組 織 の 断 層 画 像 を 得 る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 Ｃ Ｃ Ｄ カ メ
ラ に よ る 生 体 組 織 の 光 学 的 な 画 像 と 、 超 音 波 プ ロ ー ブ に よ る 生 体 組 織 内 部 の 超 音 波 画 像 と
に よ っ て 、 消 化 器 官 の 疾 病 の 有 無 や そ の 進 行 度 を 的 確 に 診 断 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 超 音 波 プ ロ ー ブ は 、 超 音 波 の 発 振 源 と な る 超 音 波 振 動 子 を 備 え て い る 。 超 音 波 振 動 子 は
、 圧 電 素 子 等 か ら な り 、 超 音 波 振 動 を 効 率 よ く 外 部 に 伝 達 す る た め に 流 動 性 の 超 音 波 伝 達
媒 体 が 充 填 さ れ た 空 間 に 収 納 さ れ る 。 こ の 伝 達 媒 体 と し て は 、 炭 化 水 素 系 オ イ ル の 一 種 で
あ る 流 動 パ ラ フ ィ ン が 用 い ら れ る （ 特 許 文 献 １ ， 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。 特 に 、 特 許 文 献 ２ に
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記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ は 、 超 音 波 の 高 周 波 成 分 の 伝 達 効 率 を 向 上 さ せ る た め に 動 粘 度 が ２
０ ｍ ｍ 2 ／ ｓ よ り 小 さ い 流 動 パ ラ フ ィ ン が 用 い ら れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ５ － １ ７ ６ ９ ３ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ９ ９ ７ ４ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 特 定 の 動 粘 度 で 平 均 分 子 量 の 異 な る 流 動 パ ラ フ ィ ン を 比 較 し た 場 合 や 、
こ れ ら を ブ レ ン ド し た 流 動 パ ラ フ ィ ン の 超 音 波 特 性 を 検 証 し た 結 果 、 同 じ 動 粘 度 で あ っ て
も パ ラ フ ィ ン 分 子 の 分 子 量 分 布 が 異 な る と 、 そ の 超 音 波 伝 達 特 性 も 異 な る こ と が 判 明 し た
。 す な わ ち 、 良 好 な 超 音 波 特 性 の 流 動 パ ラ フ ィ ン を 得 る た め に は そ の 組 成 を 考 慮 す る 必 要
が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 問 題 点 を 考 慮 し て な さ れ た も の で 、 超 音 波 の 伝 達 効 率 が 良 好 な 流 動 パ ラ
フ ィ ン を 使 用 し た 超 音 波 発 生 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 、 超 音 波 伝 達 媒 体 が 満 た さ れ た 空 間 内 で 超 音 波 振
動 子 を 振 動 さ せ 、 超 音 波 を 発 生 す る 超 音 波 発 生 装 置 に お い て 、 前 記 超 音 波 伝 達 媒 体 は 流 動
パ ラ フ ィ ン か ら な り 、 そ の 分 子 量 ご と に 分 子 数 の 度 数 分 布 を 求 め た 時 、 最 大 分 子 量 Ｍ １ が
、 ５ ２ ０ ≦ Ｍ １ ≦ １ ４ ０ ０ で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 前 記 流 動 パ ラ フ ィ ン は 、 分 子 数 が 最 も 多 い ピ ー ク ト ッ プ 分 子 量 Ｍ ２ が 、 ２ ３ ０ ≦
Ｍ ２ ≦ ３ ８ ０ で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 流 動 パ ラ フ ィ ン の 動 粘 度 を Ｓ （ ｍ ｍ 2 ／ ｓ ） と し た 時 に 、 ４ ≦ Ｓ ≦ １ ２ ． ５ で あ る
こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 発 生 装 置 の さ ら に 好 ま し い 形 態 と し て 、 １ ３ ０ ０ ≦ Ｍ １
≦ １ ４ ０ ０ で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 超 音 波 発 生 装 置 の さ ら に 好 ま し い 形 態 と し て 、 ３ ２ ０ ≦ Ｍ ２ ≦
３ ８ ０ で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 超 音 波 発 生 装 置 の さ ら に 好 ま し い 形 態 と し て 、 ９ ≦ Ｓ ≦ １ ２ ．
５ で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 各 条 件 式 に よ り 規 定 さ れ る 最 大 分 子 量 、 ピ ー ク ト ッ プ 分 子 量 の 組 成 を
有 す る 流 動 パ ラ フ ィ ン は 、 従 来 よ り も 超 音 波 の 生 体 組 織 へ の 侵 入 長 が 大 き く 、 広 い 周 波 数
域 で 高 い 受 信 感 度 が 得 ら れ る 優 れ た 超 音 波 伝 達 特 性 を 有 し 、 従 来 よ り も 生 体 組 織 の 深 部 に
つ い て 、 高 解 像 度 、 高 コ ン ト ラ ス ト の 超 音 波 画 像 を 得 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ に お い て 、 電 子 内 視 鏡 １ ０ は 、 生 体 内 部 に 挿 入 さ れ る 管 状 の 内 視 鏡 本 体 １ １ と 、 内
視 鏡 本 体 １ １ を 操 作 す る た め の 操 作 部 １ ２ と が 設 け ら れ て い る 。 内 視 鏡 本 体 １ １ の 先 端 部
１ １ ａ に は Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ が 設 け ら れ て い る 。 電 子 内 視 鏡 １ ０ は モ ニ タ １ ３ ａ 及 び モ ニ タ １
３ ｂ に 接 続 さ れ て お り 、 Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ に よ り 撮 影 さ れ た 画 像 が モ ニ タ １ ３ ａ に 表 示 さ れ る
。 ま た 、 超 音 波 検 査 を 行 う 際 に 、 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ４ が 処 置 具 導 入 口 １ ０ Ａ か ら 導 入 さ れ
、 鉗 子 チ ャ ン ネ ル （ 図 示 な し ） を 介 し て 内 視 鏡 本 体 １ １ の 先 端 部 １ １ ａ に 設 け ら れ た 鉗 子

10

20

30

40

50

(3) JP 2007-89949 A 2007.4.12



口 か ら 突 出 す る 。 超 音 波 検 査 に よ っ て 得 ら れ る 超 音 波 画 像 は 、 モ ニ タ １ ３ ｂ に 表 示 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ２ に お い て 、 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ４ は 、 シ ー ス １ ８ の 先 端 に 、 ポ リ エ チ レ ン を 材 質 と す
る キ ャ ッ プ １ ９ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 キ ャ ッ プ １ ９ の 内 部 に は 、 超 音 波 を 発 振 し 、 超 音
波 エ コ ー を 受 信 す る 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ２ ０ が 設 け ら れ て い る 。 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ
ー サ ２ ０ は 、 コ ン ト ロ ー ル ケ ー ブ ル ２ １ に 連 結 さ れ た 台 座 ２ ２ の 上 に 設 け ら れ て い る 。 コ
ン ト ロ ー ル ケ ー ブ ル ２ １ は 、 フ レ キ シ ブ ル シ ャ フ ト ２ ３ と こ れ を 被 覆 す る 可 撓 性 チ ュ ー ブ
２ ４ と か ら な る 。 フ レ キ シ ブ ル シ ャ フ ト ２ ３ は 、 そ の 一 端 部 が 台 座 ２ ２ に 連 結 さ れ 、 他 端
部 が ト ラ ン ス レ ー タ １ ５ に 連 結 さ れ て い る 。 ト ラ ン ス レ ー タ １ ５ は モ ー タ を 内 蔵 し て お り
、 モ ー タ の 駆 動 に よ り フ レ キ シ ブ ル シ ャ フ ト ２ ３ が そ の 軸 方 向 を 中 心 に 回 転 す る 。 こ れ に
よ り 、 台 座 ２ ２ が フ レ キ シ ブ ル シ ャ フ ト ２ ３ を 軸 と し て 回 転 し 、 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ
２ ０ が 回 転 す る 。 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ２ ０ を 回 転 す る こ と に よ り 、 超 音 波 に よ っ て 生
体 組 織 を ラ ジ ア ル 走 査 し 、 超 音 波 画 像 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ２ ０ は 、 超 音 波 振 動 子 と し て 作 用 す る 圧 電 素 子 と 、 圧 電 素 子 に
取 り 付 け ら れ た 電 極 と 、 音 響 整 合 層 と バ ッ キ ン グ 層 と か ら な る 。 キ ャ ッ プ １ ９ の 内 部 は 超
音 波 伝 達 媒 体 ２ ５ が 充 填 さ れ 、 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ２ ０ か ら 発 振 さ れ る 超 音 波 及 び 超
音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ２ ０ で 受 け る 超 音 波 エ コ ー の 伝 達 効 率 が 高 ま る よ う に さ れ て い る 。
超 音 波 伝 達 媒 体 ２ ５ は 、 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ２ ０ が 円 滑 に 変 位 す る た め の 潤 滑 材 と し
て も 作 用 す る 。 超 音 波 伝 達 媒 体 ２ ５ は 、 潤 滑 性 と 電 気 絶 縁 性 と 生 体 へ の 無 害 性 を 有 す る こ
と が 必 要 で 、 こ れ ら の 条 件 に 適 合 す る 物 質 と し て 、 炭 化 水 素 系 オ イ ル の 一 種 で あ る 流 動 パ
ラ フ ィ ン が 使 用 さ れ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 次 に 、 組 成 の 異 な る 四 種 類 の 流 動 パ ラ フ ィ ン Ａ ～ 流 動 パ ラ フ ィ ン Ｄ を 使 用 し て 、 そ れ ぞ
れ の 超 音 波 伝 達 特 性 を 比 較 す る 実 験 を 行 い 、 最 も 優 れ た 伝 達 特 性 を 示 す 流 動 パ ラ フ ィ ン を
特 定 し た 結 果 を 示 す 。 流 動 パ ラ フ ィ ン Ａ は 従 来 の 超 音 波 プ ロ ー ブ に 使 用 さ れ て い る も の で
あ る 。 流 動 パ ラ フ ィ ン Ｂ は 、 そ の 比 重 が ０ ． ８ ２ ５ ～ ０ ． ８ ５ ０ ｇ ／ ｍ ｌ で あ る 。 流 動 パ
ラ フ ィ ン Ｃ は 、 そ の 比 重 が ０ ． ８ １ ５ ～ ０ ． ８ ４ ０ ｇ ／ ｍ ｌ で あ る 。 流 動 パ ラ フ ィ ン Ｄ は
、 そ の 比 重 が ０ ． ７ ９ ５ ～ ０ ． ８ ３ ０ ｇ ／ ｍ ｌ で あ る 。 図 ３ の グ ラ フ は 、 こ れ ら の 流 動 パ
ラ フ ィ ン に つ い て 分 子 量 分 布 を 測 定 し 、 縦 軸 を パ ラ フ ィ ン の 分 子 数 、 横 軸 を パ ラ フ ィ ン の
分 子 量 で 示 し た も の で あ る 。 ま た 、 図 ４ の 表 は 、 こ れ ら の 流 動 パ ラ フ ィ ン に つ い て 、 各 温
度 に 対 す る 動 粘 度 の 測 定 結 果 と 、 分 子 量 分 布 の 代 表 値 を 示 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 な お 、 分 子 量 の 計 測 は 、 Gel Permeation Chromatography法 （ Ｇ Ｐ Ｃ 法 ） に よ り 行 っ た
。 使 用 装 置 は 島 津 製 作 所 製 Ｌ Ｃ － １ ０ 型 、 カ ラ ム は Ｐ ｌ ｇ ｅ ｌ 製 Ｍ Ｉ Ｘ Ｄ － Ｅ 、 溶 離 液 は
ク ロ ロ ホ ル ム （ １ ｍ ｌ ／ ｍ ｉ ｎ ） 、 検 出 器 は 示 唆 屈 折 計 、 標 準 物 質 に ポ リ ス チ レ ン を 用 い
て い る 。 各 分 子 量 の 値 は ポ リ ス チ レ ン 換 算 値 で あ る 。 動 粘 度 測 定 は 、 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｋ ２ ２ ８ ３
（ 原 油 お よ び 石 油 製 品 － 動 粘 度 試 験 方 法 ） に よ り 測 定 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 従 来 の 超 音 波 プ ロ ー ブ で 使 用 さ れ て い る 流 動 パ ラ フ ィ ン Ａ は 、 最 小
分 子 量 が 約 ９ ０ 、 最 大 分 子 量 が 約 １ ９ ０ ０ の 分 布 を 示 し 、 最 頻 値 で あ る ピ ー ク ト ッ プ 分 子
量 は ５ ９ ０ 、 中 央 値 で あ る 数 平 均 分 子 量 は ４ ９ ０ 、 重 量 平 均 分 子 量 は ５ ７ ０ で あ っ た 。 流
動 パ ラ フ ィ ン Ｂ は 、 最 小 分 子 量 が 約 ９ ０ 、 最 大 分 子 量 が 約 １ ４ ０ ０ の 分 布 を 示 し 、 最 頻 値
で あ る ピ ー ク ト ッ プ 分 子 量 は ３ ８ ０ 、 中 央 値 で あ る 数 平 均 分 子 量 は ３ ４ ０ 、 重 量 平 均 分 子
量 は ４ ０ ０ で あ っ た 。 流 動 パ ラ フ ィ ン Ｃ は 、 最 小 分 子 量 が 約 ９ ０ 、 最 大 分 子 量 が 約 １ ３ ０
０ の 分 布 を 示 し 、 最 頻 値 で あ る ピ ー ク ト ッ プ 分 子 量 は ３ ２ ０ 、 中 央 値 で あ る 数 平 均 分 子 量
は ３ ０ ０ 、 重 量 平 均 分 子 量 は ３ ５ ０ で あ っ た 。 流 動 パ ラ フ ィ ン Ｄ は 、 最 小 分 子 量 が 約 ９ ０
、 最 大 分 子 量 が 約 １ ９ ０ ０ の 分 布 を 示 し 、 最 頻 値 で あ る ピ ー ク ト ッ プ 分 子 量 は ２ ３ ０ 、 数
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平 均 分 子 量 及 び 重 量 平 均 分 子 量 は 測 定 不 能 で あ っ た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ４ に お い て 、 流 動 パ ラ フ ィ ン Ａ ～ 流 動 パ ラ フ ィ ン Ｄ の 動 粘 度 を 測 定 し た と こ ろ 、 最 大
分 子 量 及 び 平 均 分 子 量 及 び ピ ー ク ト ッ プ 分 子 量 が 大 き い 流 動 パ ラ フ ィ ン は 動 粘 度 が 高 く 、
最 大 分 子 量 及 び 平 均 分 子 量 及 び ピ ー ク ト ッ プ 分 子 量 が 小 さ い 流 動 パ ラ フ ィ ン は 動 粘 度 が 低
い こ と が 確 認 さ れ た 。 こ の 結 果 に 基 づ い て 、 各 流 動 パ ラ フ ィ ン を 超 音 波 伝 達 媒 体 ２ ５ と し
て 使 用 し た 超 音 波 プ ロ ー ブ か ら 発 振 さ れ る ２ ５ Ｍ Ｈ ｚ の 超 音 波 の 生 体 組 織 へ の 侵 入 長 （ ペ
ネ ト レ ー シ ョ ン ） を 測 定 し た も の が 図 ５ に 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 流 動 パ ラ フ ィ ン Ｂ は 、 他 の 流 動 パ ラ フ ィ ン と 比 べ て 格 段 に 良 好 な ペ ネ ト レ ー シ ョ ン を 示
し た 。 こ れ は 、 生 体 組 織 内 部 の よ り 深 い 位 置 の 断 層 画 像 を 再 現 で き る こ と を 表 す 。 ま た 、
流 動 パ ラ フ ィ ン Ｃ 及 び 流 動 パ ラ フ ィ ン Ｄ は 、 流 動 パ ラ フ ィ ン Ｂ よ り も 劣 る が 、 流 動 パ ラ フ
ィ ン Ａ よ り 優 れ て お り 、 実 用 上 問 題 の な い 値 を 示 し た 。 こ れ に よ り 、 従 来 よ り も 良 好 な ペ
ネ ト レ ー シ ョ ン が 得 ら れ る 条 件 と し て 、 使 用 環 境 と し て 人 の 体 温 と ほ ぼ 等 し い ４ ０ ℃ に お
け る 動 粘 度 Ｓ が ４ ≦ Ｓ ≦ １ ２ ． ５ で あ る こ と が わ か る 。 ま た 、 ４ ０ ℃ に お け る 動 粘 度 Ｓ が
９ ≦ Ｓ ≦ １ ２ ． ５ で あ れ ば 、 ペ ネ ト レ ー シ ョ ン が 特 に 良 好 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ６ に 示 す グ ラ フ は 、 ペ ネ ト レ ー シ ョ ン の 値 が 最 も 良 好 な 結 果 を 示 し た 流 動 パ ラ フ ィ ン
Ｂ に つ い て 、 受 信 周 波 数 ご と の 受 信 感 度 を 測 定 し た 結 果 を 示 す グ ラ フ で あ る 。 破 線 で 示 す
従 来 の 流 動 パ ラ フ ィ ン Ａ と 実 線 で 示 す 流 動 パ ラ フ ィ ン Ｂ と を 比 較 す る 。 従 来 の 流 動 パ ラ フ
ィ ン Ａ は 、 ２ ０ Ｍ Ｈ ｚ 付 近 で － ５ ０ ｄ Ｂ の 最 も 良 好 な 受 信 感 度 を 示 し 、 １ ５ Ｍ Ｈ ｚ 付 近 と
３ ０ Ｍ Ｈ ｚ 付 近 で は － ６ ０ ｄ Ｂ の 受 信 感 度 を 示 し て い る 。 一 方 、 流 動 パ ラ フ ィ ン Ｂ は 、 約
１ ２ Ｍ Ｈ ｚ か ら 約 ３ ５ Ｍ Ｈ ｚ の 広 い 周 波 数 域 で － ５ ０ ｄ Ｂ の 高 い 受 信 感 度 を 示 し て お り 、
流 動 パ ラ フ ィ ン Ａ に 比 べ て 格 段 に 周 波 数 に 対 す る 受 信 感 度 が 優 れ て い る 。 こ れ は 、 流 動 パ
ラ フ ィ ン Ｂ を 使 用 し た 超 音 波 プ ロ ー ブ で は 、 高 解 像 度 、 高 コ ン ト ラ ス ト の 超 音 波 画 像 を 得
ら れ る こ と を 表 す 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 流 動 パ ラ フ ィ ン Ｂ ～ 流 動 パ ラ フ ィ ン Ｄ に 関 す る 以 上 の 実 験 結 果 よ り 、 最 大 分 子 量 が １ ９
０ ０ よ り 小 さ く 、 ５ ２ ０ ～ １ ４ ０ ０ の 範 囲 内 で あ る こ と 、 ま た 、 ピ ー ク ト ッ プ 分 子 量 が ５
９ ０ よ り 小 さ く 、 ２ ３ ０ ～ ３ ８ ０ の 範 囲 内 で あ る こ と が 、 従 来 の 流 動 パ ラ フ ィ ン Ａ に 比 べ
て 優 れ た 超 音 波 伝 達 特 性 を 得 る た め の 条 件 と し て 抽 出 で き る 。 さ ら に 好 ま し く は 、 最 大 分
子 量 が １ ３ ０ ０ ～ １ ４ ０ ０ の 範 囲 内 で あ り 、 ピ ー ク ト ッ プ 分 子 量 が ３ ２ ０ ～ ３ ８ ０ の 範 囲
内 で あ れ ば 、 流 動 パ ラ フ ィ ン Ｂ 又 は 流 動 パ ラ フ ィ ン Ｃ の よ う に 優 れ た 超 音 波 伝 達 特 性 を 示
す こ と が 期 待 で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 な お 、 本 発 明 の 超 音 波 発 生 装 置 は 、 医 療 用 の Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ を 備 え た 電 子 内 視 鏡 に 限 ら れ
ず 、 体 外 式 超 音 波 装 置 に も 使 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 使 用 す る 超 音 波 の 周 波 数 領 域 が
同 じ で あ れ ば 、 医 療 用 内 視 鏡 に 限 ら ず 、 そ の 他 の 工 業 用 検 査 機 器 に も 適 用 す る こ と が で き
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 図 １ 】 超 音 波 プ ロ ー ブ を 用 い た 電 子 内 視 鏡 装 置 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 超 音 波 プ ロ ー ブ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 四 種 類 の 流 動 パ ラ フ ィ ン の 分 子 量 分 布 を 測 定 し た グ ラ フ で あ る 。
【 図 ４ 】 四 種 類 の 流 動 パ ラ フ ィ ン の 各 温 度 に お け る 動 粘 度 と 分 子 量 分 布 の 代 表 値 の 表 で あ
る 。
【 図 ５ 】 各 流 動 パ ラ フ ィ ン の ４ ０ ℃ に お け る 動 粘 度 と ペ ネ ト レ ー シ ョ ン の 関 係 を 示 す グ ラ
フ で あ る 。
【 図 ６ 】 最 良 の 流 動 パ ラ フ ィ ン と 従 来 の 流 動 パ ラ フ ィ ン の 周 波 数 に 対 す る 受 信 感 度 特 性 を
示 す グ ラ フ で あ る 。
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【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 １ ０ 　 電 子 内 視 鏡
　 １ ０ Ａ 　 処 置 具 導 入 口
　 １ １ 　 内 視 鏡 本 体
　 １ １ ａ 　 先 端 部
　 １ ２ 　 操 作 部
　 １ ３ ａ ， １ ３ ｂ 　 モ ニ タ
　 １ ４ 　 超 音 波 プ ロ ー ブ
　 １ ５ 　 ト ラ ン ス レ ー タ
　 １ ８ 　 シ ー ス
　 １ ９ 　 キ ャ ッ プ
　 ２ ０ 　 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ
　 ２ ５ 　 超 音 波 伝 達 媒 体
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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